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平成 19年 6月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、教育

委員会において毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することが

義務づけられました。 

本報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26条の規定、「二宮町教

育委員会点検及び評価実施規則」及び、「二宮町教育委員会点検及び評価実施要領」

に基づき作成されたものです。 

 

1  点検及び評価取り組みの趣旨 

教育委員会が管理及び執行する事業の取り組み状況について、点検及び評価を実施する

ことにより、より効果的・効率的な教育行政の推進を図ります。 

毎年、点検及び評価を実施することで、変化する社会経済情勢に明確に対応するととも

に、教育委員会の施策の立案及び進行管理、事業の見直し等に活用します。 

報告書を議会へ提出し、町民へ公表することにより、町民への説明責任を果たし、町民

との信頼関係を保ちます。 

 

2  点検及び評価の対象事業 

平成 30年度の事業を対象とし、大きく次の 2 区分とします。 

教育委員会議、学校訪問、研修及びその他教育委員が直接関与している事業の活動状況

を「教育委員会の活動状況」とします。 

教育委員会が管理及び執行している事務事業並びに教育長に委任している事務のうち

重点施策及び主たる取り組みを「教育委員会における主要事業」とします。 

 

3  点検及び評価の方法 

教育委員会による点検及び評価 

対象となる事業の取り組み状況、成果、今後の改善点等をまとめます。 

外部による点検及び評価についての意見 

外部から見た検証・意見等を報告書の内容全般についてまとめます。 

 

4  点検及び評価結果の公表等 

点検評価終了後、その結果を取りまとめた報告書を二宮町議会に提出するとともに、報

告書を町民へ公表します。 

 

は じ め に 
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 教育は人格の形成をめざし、個性を尊重しつつ、自立した人間を育て、幸福な生涯を

実現する上で不可欠なものです。情報化やグローバル化など社会が急激に変化する中、

将来を担う子どもたちには、予測困難な変化に対し前向きに、主体的に向き合い、今ま

で以上に他と協調しながら、自らの考えで生涯を切り拓いていく生きる力が求められて

います。 

 平成 27年 10月に策定した「二宮町教育大綱」は４年目を迎えますが、基本理念とし

て掲げている「町民一人ひとりの「まちづくりの力」、「地域の力」を活かした「共に学

び共に育つ教育」」をさらに推進するため、児童生徒の生きる力を育むとともに、それを

取り巻く教育環境の整備、生涯にわたる学習への支援などの取り組みを充実させます。 

 学校教育については、次期学習指導要領への移行期間に入り、平成 32年度の小学校、

平成 33年度の中学校の本格実施に向け、準備が成される時期になります。 

 特に、これまでに教育大綱にもとづき検討を進めてきました「将来に向けた教育環境

づくり」については、学習指導要領の改訂をはじめ、今後予想される様々な変革に対応

できる学校をめざし、「地域とともにある学校」として早い時期に一定の方向性を示すた

めに、検討の取りまとめを目指していきます。 

 また、生涯にわたり学習することのできる環境の整備と学習機会を提供し、町民一人

ひとりが主人公となる生涯学習事業を推進していきます。 

 なお、施策の推進にあっては、二宮町総合戦略及び第５次二宮町総合計画中期基本計

画と連携して取り組むこととします。 

 

１ 児童・生徒の生きる力の育成 

（１）自ら学ぶ力を養うための教育の推進 

①言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 

②外国語教育の充実 

（２）地域社会とともに生きる力の育成 

①地域における児童・生徒の活動の促進 

②キャリア教育の推進 

 

２ すべての児童生徒が安心して学べる教育環境の整備 

（１）支援が必要な児童生徒への対応の充実 

①いじめ、不登校、ひきこもり等に対する体制の強化 

②支援教育の充実 

（２）教職員の指導力の向上 

①「教職員授業力向上研修事業」の推進 

②教育研究所における研修の充実 

  

平成 30年度二宮町教育委員会基本方針 
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（３）教職員における働き方改革の推進（新） 

①働く場としての環境整備 

②外部人材と外部情報の効果的な活用 

 

３ 児童生徒の学習環境の整備 

（１）空調の整備等、教室環境の充実 

（２）新学習指導要領に基づく、効果的な授業を行うためのＩＣＴ環境の整備 

 

４ 将来に向けた特色ある学校づくりのための検討 

（１）一色小学校におけるコミュニティ・スクールの円滑な運営 

（２）全ての小中学校へのコミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 

（３）小中一貫教育導入に向けた研究の推進 

 

５ 地域文化の向上 

（１）二宮の自然・歴史・文化に触れる機会の提供 

①文化芸術の振興・支援 

②生涯学習センター「ラディアン」の魅力向上と図書館のさらなる利便性の向上 

（２）図書館事業の推進 

①子育て支援の推進 

②図書館資料の充実 

③図書館サービスの充実 

 

６ 社会教育施設の適切な運営 

（１）生涯学習センター「ラディアン」の適切な運営 

 

７ 地域に向けた情報発信の強化 

①二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 

 

１ 学校教育 

すべての教育活動を通して、児童生徒が人権尊重の意識を高め、自分の大切さととも

に他の人の大切さを認めることができるようになり、安心して楽しく学ぶことのできる

学校づくりを進めます。 

このような人権教育の推進を基盤に「教育環境のさらなる充実」、「生きる力の育成」

を基本とし、各学校では「子どもたちの育つ力」、「家庭･学校･地域の育む力」、「行政の

支える力」をあわせ、自ら学び自己実現をめざす児童生徒の育成に努めます。 
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１ 児童生徒の「生きる力」の育成  

（１）自ら学ぶ力を養うための教育の推進 

① 言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 

・ 自ら学び、確かな学力を身につけられるよう、これまで培ってきた各教科におけ

る言語活動の工夫を柱として言語能力の確実な育成を図るとともに、学び合い

を重視した授業への改善に努めます。 

（重点施策 1-(1)-①） 

② 外国語教育の充実 

・ 小学校外国語活動・中学校英語科において、小中一貫教育の教育課程作成や

ALT(外国語指導助手)の活用等を通じて、異文化理解を図り、コミュニケーショ

ン能力の育成に努めます。 

・ 中学校英語科教員とのティーム・ティーチングの実践や研修会等を通じて、学校

教員の英語指導力の向上を図ります。 

（重点施策 1-(1)-②） 

③ 道徳教育ならびに特別活動の充実 

・ 道徳の教科化の趣旨に則り、学校の教育活動全体を通じて他者とともによりよ

く生きるための基盤となる道徳性を養うことができるよう、道徳的な心情、判断

力、実践意欲と態度等を育てるとともに、特別活動との連携による自主的、実践

的な力の育成に努めます。 

 

④ 学校体育の充実 

・ 生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育み、健康の保持増進と体力の向上

を図ります。 

・ 水泳授業の時数を確保するため町民温水プールの活用を推進します。 

 

（２）地域社会とともに「生きる力」の育成 

① 郷土愛の育成 

・ 地域の行事への積極的な参加を促し、地域交流を通じて郷土を愛する気持ちを

育てます。 

・ 学習活動に地域教材を活用し、地域について学ぶ教育を進めます。 

② 地域における児童・生徒の活動の促進 

・ 学習協力者、体育・文化活動指導員等の地域教育力による支援を推進します。 

・ 総合的な学習の時間、ボランティア活動、職場体験など、地域で学ぶ教育を推進

します。 

（重点施策 1-(2)-①） 
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③ キャリア教育の推進 

・ 児童生徒一人ひとりが社会的・職業的自立に向けて自己の将来の生き方や進路

を主体的に選択できる能力・意識の育成に努めます。また、児童生徒が発達段階

に応じた勤労観、職業観を身に付け、社会に貢献できる力を育てます。 

・ 児童生徒が学校で学ぶことと社会とのつながりを意識できるよう、自然の中で

の宿泊体験活動、総合的な学習の時間、ボランティア活動、職場体験などの体験

学習を生かしながら、学校の教育活動全体を通じて効果的なキャリア教育を進

めます。 

（重点施策 1-(2)-②） 

 

２ すべての児童生徒が安心して学べる教育環境の整備  

（１）支援が必要な児童生徒への対応の充実 

① 不登校、ひきこもり、いじめ等に対応する体制の強化 

・ 問題行動の未然防止・早期発見・早期解決に向けて、各校の児童生徒指導体制を

見直し、児童生徒理解を着実に進めるとともに、児童生徒指導担当、教育相談

コーディネーター、スクールカウンセラー、心理教育相談員、スクールソーシャ

ルワーカー、教育支援室等の相談支援体制の充実を図ります。 

・ 教育研究所内の教育支援室（やまびこ）において、不登校児童生徒への学習支援

や生活支援をより一層進めます。 

・ 「二宮町いじめ防止基本方針」に基づき、二宮町におけるいじめ防止対策の総合

的かつ効果的な推進を図ります。 

・ 各校のいじめ防止基本方針について随時見直しを図り、その有効な活用を目指

します。また、いじめ防止に関して児童生徒が積極的に関わる取り組みを進めま

す。 

（重点施策 2-(1)-①） 

② 支援教育の充実 

・ 学校、家庭、関係機関等の連携のもとに支援体制を整え、個々の教育的ニーズを

的確に把握し、その持てる能力､個性を伸ばす教育を進めます。 

・ 小・中学校へ支援教育補助員を配置し、学習上・学校生活上の困難に応じた支援

に努めます。また、外国籍等児童生徒への日本語指導、ことばの教室(そにっく)

の運営等、きめ細かな指導を進めます。 

（重点施策 2-(1)-②） 
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（２）教職員の指導力の向上 

① 「教職員授業力向上研修事業」の推進 

・ 学習の基盤となる基礎的･基本的な知識・技能の確実な習得とともに、現代的な

諸課題に対応して求められる資質・能力を育む授業づくりに努めます。 

・ 児童生徒の学力向上を目指して、校内研究のさらなる充実を図り、授業改善に努

めます。 

・ 小中一貫カリキュラムの作成など校種を越えて互いに学び合う教員集団の育成

に努めます。 

（重点施策 2-(2)-①） 

② 教育研究所における研修の充実 

・ 学校教育に関する調査研究や各種教職員研修、教育指導員による訪問指導等を

実施し、教職員の資質向上、指導力向上を図ります。 

・ 保護者、地域住民も参加できる教員研修を通じて、二宮町の教育について共通理

解を深めます。 

（重点施策 2-(2)-②） 

 

（３）教職員における働き方改革の推進（新） 

① 働く場としての環境整備 

・ 過度の疲労や心理的負担により心身の健康を損なうことのないよう、教職員の

勤務時間を意識した働き方を進めるための方策を検討します。 

・ 平日夜間や休日の留守番電話の設定、管理職緊急対応用携帯電話の導入により

確実な時間外勤務の削減に努めます。 

・ 学校間ネットワークを利用した教材の共有化など、授業や教材研究等に集中で

きる時間や児童生徒と向き合う時間の確保に向けた対策を推進します。 

・ 中学校の部活動において休養日を含めた適切な活動時間を設定し、教職員の勤

務環境の適切化を図るとともに、生徒の発達を踏まえた指導体制の充実を図り

ます。 

（重点施策 2-(3)-①） 

② 外部人材と外部情報の効果的な活用 

・ 学習協力者や体育・文化活動指導員、民間の教育支援など、専門的な知識や技能

を持つ外部人材と外部情報の活用をより一層進めていきます。 

（重点施策 2-(3)-②） 

 

３ 児童生徒の学習環境の整備 

（１）空調の整備等、教室環境の充実 

各小中学校の特別教室に空調機（エアコン）を設置、カーテンの更新など児童生徒

のより良い学習環境の整備を図るとともに、教室環境の整備に努めます。 

（重点施策 3-(1)） 
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（２）新学習指導要領に基づく、効果的な授業を行うためのＩＣＴ環境の整備 

ＩＣＴ環境の整備を進める中で、平成３０年度においては教員用タブレットや実物

投影機をはじめとするＩＣＴ教育機器の充実を図るとともに、情報技術に関する理

解の推進と効果的な授業実施に向けた研修を行います。 

 （重点施策 3-(2)） 

 

４ 将来に向けた特色ある学校づくりのための検討  

（１）一色小学校におけるコミュニティ・スクールの円滑な運営 

コミュニティ・スクールとして円滑な運営ができるよう、学校と連携して取り組み

ます。 

（重点施策 4-(1)） 

 

（２）全ての小中学校へのコミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 

一色小学校の２年間の研究成果や先行導入の経過を共有し、平成３１年度の全校導

入に向けた基盤づくりを進めます。 

（重点施策 4-(2)） 

 

（３） 小中一貫教育導入についての検討 

児童生徒数の減少や多様化する児童生徒に関する課題に対応するため、「二宮町立小

中学校に小中一貫校を導入するにあたっての基本的な考え方」に基づき行った平成

２９年度研究を踏まえて、さらに研究を進めます。また、小中一貫教育を導入する

上で適した学校の再配置の研究を進めます。 

（重点施策 4-(3)） 

 

 ５ その他、学校教育における取り組み 

（１）学校における安全対策、安全教育 

・ 「二宮町教育委員会学校防災方針」に基づき、各学校において「防災マニュアル」

を適切に運用し、児童生徒の安全確保に努めます。 

・ 「二宮町児童生徒安全対策協議会」等を通し、地域や関係機関と連携した安全体

制の構築を推進します。 

・ 「二宮町通学路交通安全プログラム」に基づき、関係機関が連携して、児童生徒

が安全に通学できるように、通学路の安全確保を図ります。 

・ 関係機関と連携して、児童生徒への安全指導、安全教育に取り組みます。 
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（２） 情報教育 

・ 高度情報化社会に生きる児童生徒の情報活用能力と情報社会に参画する態度の

育成に努めます。 

・ 教職員が、情報機器や学校間ネットワークを活用することにより、校務の効率化

や学校間の情報交換・情報共有、安全な情報管理を図ります。また、授業の中で

のＩＣＴ活用を促進し、分かりやすい授業、授業力の向上を目指します。 

・ ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）によるトラブルやネット依存な

ど情報化社会の進展に伴う新たな課題に対応するため、携帯電話・インターネッ

トに関する安全・安心教室の開催や、家庭への啓発活動の促進等により、情報モ

ラル教育の充実に努めます。 

 

（３） 読書指導 

・ 児童生徒の読書活動を促進するため、コンピューターによる貸し出しシステム

を活用した利便性向上を進めるなど、学校図書館の充実を図ります。 

・ 学校図書館指導員を配置し、図書館の利用頻度を高める学習環境を整備するこ

とで、教育活動の中に読書の時間を取り入れるなど、読書の習慣が身につくよう

指導します。 

 

（４） 「幼・保・小」、「小・中」の連続性を大切にした指導 

・ 「幼･保･小連携推進委員会」、「幼・保・小交流会」の充実を図り、学びや育ちの

連続性を大切にした、幼児教育から学校教育への円滑な接続を図ります。 

 

（５） 学校給食センターにおける取り組み 

・ 栄養バランスのとれた、心のこもった手作りの給食を通して、児童生徒が食の大

切さを学ぶ食育の充実を図ります。 

・ 子どもたちが地域の産業や農産物を身近に感じ、興味・関心が高まるよう、地産

地消を推進していきます。 

・ 安全・安心な給食を提供するため、設備等の点検、更新、適切な維持管理に努め

ます。 

 

 ６ 地域に向けた情報発信の強化 

・ 二宮町ホームページや広報誌、各校の学校だより等を通じて、学校行事や特色

ある取り組み、校内研究など日々の実践について情報を発信し、地域と共にあ

る開かれた学校づくりに努めます。また、学校ホームページの開設に向け研究

を進めます。 

（重点施策 7-①） 
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２ 社会教育 

現在、都市化、核家族化、少子化の進行など、親や子どもを取り巻く社会の変化の中

で、地域や家庭の教育力の低下が課題となっています。これを払しょくし、豊かで活力

ある社会を築いていくために、「町民一人ひとりが、生涯いつでもどこでも自由に学習す

ることができ、その成果が適切に評価されるような社会」すなわち、生涯学習社会の実

現を目指します。 

各種講座や研修会等による学習機会の提供や、ホームページや広報誌等による学習情

報の発信を通じ、学習者自身の学びにとどまらず、地域活動やボランティア活動等に、

学んだ成果を還元できる人材づくりを目指します。 

また、インターネット利用に伴う犯罪被害の増加、児童虐待、薬物依存の低年齢化な

ど新たな課題については、学校や地域社会と連携しながら取り組んでいきます。 

町民が心豊かで潤いのある日々を送るために、日常生活の中で、文化芸術を生活の一

部として享受できるよう支援します。町民や文化団体が、自主的、主体的に活動を継続

できるよう、また地域文化の継承、発展のために取り組んでいきます。 

図書館では、「二宮町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子どもの年齢に合わせ

た行事や子育て支援関連事業を推進していきます。また、図書館基金を活用した図書資

料の購入等で図書館資料の充実を図るとともに、こどものほんコーナーへの図書の相談

員の配置などのサービスを継続していきます。 

開館日、開館時間の見直しを行うことより、利用者の利便性の向上と運営の効率化に

努めます。 

運動･スポーツでは、心身の健全な発達を促し、地域に明るく潤いに満ちた連帯感を醸

成し、活力に満ちた「二宮町」を創り出すため、子どもから大人まですべての町民が「暮

らしの中のスポーツ」を実践することができるよう生涯スポーツの普及振興に努めます。

また、運動施設の利用促進、各種スポーツ･レクリエーション等への参加促進、スポーツ

教室・大会等の開催を通じて、町民相互の親睦と健康増進に努めます。 

１ 地域文化の向上  

（１）二宮の自然・歴史・文化に触れる機会の提供 

① 文化芸術の振興・支援 

・ 丹沢アートフェスティバルへの参加、ラディアンホールのイベント事業など各

種団体と連携して文化・芸術活動を支援していきます。 

・ 「文化祭」、「ピアノマラソンコンサート」など町民の日頃の文化活動の成果発表

の場の提供を行います。 

(重点施策 5-(1)-①) 

・ 町指定文化財や貴重な資料などの保存に努めるとともに、「にのみや町民大学

講座」等を通じて二宮の自然や歴史に触れる機会を提供し、二宮町の魅力発信

を行います。 

・ 「湘南二宮バーチャル郷土館」の内容をより一層充実します。  
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・ 「ふたみ記念館」では、町出身の画家二見利節の絵画について、保存・展示に努

めるとともに、展示ギャラリーの貸し出しを行うことで、施設の有効活用と地域

に根ざした美術館を目指します。なお、受付業務など施設管理の一部を外部委託

へ移行することにより、より一層の効率的な施設運営を推進していきます。 

・ 町内の祭囃子や伝統芸能の成果発表である「民俗芸能のつどい」の開催や民俗芸

能保存会連絡協議会加盟の 15 団体への支援を通じ、郷土に伝わる伝統芸能の保

存に努め、郷土愛を育みます。 

② 生涯学習センター「ラディアン」の魅力向上と図書館のさらなる利便性の向上 

・ 情報化の進展により、SNS(ソーシャルネットワーキングサービス)、LINEなど新

たなサービスが普及しています。町では生涯学習センター「ラディアン」が若者

の交流拠点、さらには町民交流の場として充実を図るため、無料公衆無線 LAN（フ

リーWi-Fi）を設置します。 

（重点施策 5-(1)-②） 

・ 図書館の利便性向上を図るため、平日の夜間開館時間を一部見直し、開館日を増

やします。 

（重点施策 5-(1)-②） 

③ 学習機会の整備 

・ 生涯学習情報誌「身近な余暇ガイド」の情報収集・更新を行い、学習相談に応え

るとともに、「町民大学サポーター制度」の周知・活用を図ります。 

・ 生涯学習ボランティアが企画運営する「にのみや町民大学講座」を実施し、町民

による町民のための町民大学を推進します。 

・ 「にのみや町民大学講座」終了後も学習者が継続して学習できるよう、サークル

化に向けた支援を行います。 

 

（２） 図書館事業の推進 

① 子育て支援の推進 

・ 「ブックスタート事業」（子育て・健康課共催）を継続実施します。「あかちゃん

がはじめてであう絵本」を配布し図書館利用の促進を図るとともに、子育てに関

する図書を集めた「子育て関連図書コーナー」や子育て情報を集積した「子育て

情報コーナー」の充実を図ります。 

（重点施策 5-(2)-①） 

・ 子どもの年齢に合わせた行事や子育て支援関連事業を開催します。 

② 図書館資料の充実 

・ 図書館基金を充当し、児童、ティーンズ向けや健康医療関連等の図書を購入し、

図書資料の充実を図ります。 

(重点施策 5-(2)-②） 

③ 図書館サービスの充実 

・ 町の文化・情報の発信拠点として、「広報にのみや」、「ホームページ」を活用し、

「図書館だより」の発行により、図書館活動のＰＲや利用促進を図ります。 
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・ 町立小・中学校と連携し、読書の推進をしていきます。学校図書館担当者会議等

で、学校と図書館の情報交換を積極的に行います。また、児童・生徒の図書館利

用を促進するため、小・中学校による資料活用や見学実施などの働きかけを行い

ます。 

・ 夏休み前に「小・中学生にすすめたい本」リストを作成・配布します。 

・ ティーンズコーナーの充実を図り、中高生の居場所としてのコーナーづくりに

努めます。 

・ 学校の夏季休暇期間など、調べ学習での利用が多くなる時期に「こどものほん

コーナー」に図書の相談員を配置し、児童生徒の調べ学習の支援、読書相談を行

います。夏季以外にも相談員の配置日を設け、年間を通じて児童および親子への

本の相談にも対応します。 

（重点施策 5-(2)-③） 

・ 「インターネットの蔵書検索システム」、「県内図書館の相互貸借システム」を活

用し、予約・リクエスト等資料の迅速な提供に努めます。 

・ 所蔵資料がさらに活用されるよう、書庫の本の紹介や時事に沿った展示コー

ナーで積極的に資料の紹介を行います。また、蔵書管理の徹底を図ります。 

・ 町民のボランティア参加により、図書館運営及びサービスの向上を目指すと同

時に図書館運営への理解を深めてもらいます。 

・ （録音図書ボランティア、修理ボランティア、書架整理ボランティア） 

・ 協力団体と共催講座を開催し、町民の図書館利用促進を図ります。 

・ 二宮に関する資料や行政資料を収集・保存し、町に関する情報を町民がいつでも

閲覧できるように整備します。「二宮ゆかりの人物ガイドブック」の増補改訂版

の活用や、展示に力を入れ、二宮の歴史に触れる機会を提供します 

・ 今までに図書館を利用したことのない方の利用促進を目指します。 

 

（３） 社会教育事業の推進 

① 人権教育の推進 

・ 様々な人権問題に対し、人権意識を育むために人権教育研修会等を開催し啓発

を行います。 

② 社会全体による子育て 

・ 子どもの居場所づくりとして、平日の放課後に学校施設を利用し「放課後子ども

教室」事業を実施します。 

・ ものづくりや科学実験等の体験活動の場として、「子どもチャレンジ教室」を実

施します。 

 

③ 青少年の健全育成 

・ 青少年指導員連絡協議会、PTA連絡協議会、子ども会育成会連絡協議会との協力・

連携により、児童・生徒の地域活動を促進します。 
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・ 広く青少年が参加できるようレクリエーション、スポーツなどの体験活動や中

学生が主体となって企画・運営するイベントを開催します。また、引き続き、子

どもたちのリーダーも養成します。 

・ 子どもたちの安全・安心のために、ＰＴＡ連絡協議会が行う「こどもＳＯＳのい

え」を推進します。 

・ 「中学生交流洋上体験研修」、「青少年交流キャンプ」などの実施、「子ども野外

研修事業」の支援によって、広い視野を持った青少年を育成します。 

・ 青少年環境浄化推進員との連携により、「青少年の健全育成キャンペーン」、「有

害図書の区分陳列の調査」を実施し、青少年の社会環境浄化に努めます。 

④ 社会教育関係団体との連携 

・ 民俗芸能保存会連絡協議会等の社会教育関係団体との連携を密にし、共催事業

の実施、研修会の開催など活動の支援を行います。 

⑤ 町民参加による大会の実施 

・ 地区や団体等の参加による「町内一周継走大会」を実施し、地域住民と青少年の

交流親睦を図ります。 

・ スポーツ推進委員連絡協議会主催の「バウンスボール大会」など町民が主体と

なったスポーツ事業の支援を行います。 

・ 多くの町民が参加できる「二宮町体育祭」を開催し、町民へのスポーツ・レクリ

エーションの普及を図ると共に、地域の人たちがスポーツを通したふれあいに

よる地域住民同士の連帯感を醸成します。 

 

２ 社会教育施設の適切な運営  

（１） 生涯学習センター「ラディアン」の適切な運営 

・ 町民の学習・文化活動の拠点として、ラディアンの適切な施設運営を行います。

また、今後、大規模改修に備え、施設の現況調査を実施します。 

（重点施策 6-(1)） 

 

（２） 体育施設の適切な運営 

・ 体育施設の効率的な運営や整備を行い、町民の主体的なスポーツ活動の場の提

供を行います。 

 

３ 地域に向けた情報発信の強化  

（１） 二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 

・ 町民が等しく生涯学習の機会を得られるよう、二宮町ホームページや広報誌等

を通じて、また、社会教育関係団体、社会教育施設利用者等、人と人とのネット

ワークを通じて、学習・文化、スポーツ等の情報を積極的に発信していきます。 

（重点施策 7-①） 
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二宮町教育委員会は、教育長及び４名の教育委員で構成され、教育委員会議において教

育に関する規則の制定や重要な事項を審議決定しています。 

 

二宮町教育委員会（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

職 名 委員名 任 期 

教育長 森
もり

 英夫
ひ で お

 平成 30 年 12 月 26 日 ～ 令和 3 年（平成 33 年）3 月 31 日 

教育長 

職務代理者 
原
はら

 道子
み ち こ

 平成 27 年 10 月  1 日 ～ 令和元年（平成 31 年） 9 月 30 日 

委 員 岡野
お か の

 敏彦
としひこ

 平成 28 年 10 月  1 日 ～ 令和２年 9 月 30 日 

委 員 山内
やまのうち

 みどり 
平成 25 年 12 月 23 日 ～ 平成 29 年 12 月 22 日 

平成 29 年 12 月 23 日 ～ 令和３年（平成 33 年）12 月 22 日（再任） 

委 員 渡辺
わたなべ

 優子
ゆ う こ

 平成 30 年 10 月 1 日 ～ 令和 4 年（平成 34 年）9 月 30 日 

 

  

教育委員会について 
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1  教育委員会議の運営状況（平成 30 年度） 

開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

4 月 27 日 

＜報告・協議事項＞ 

・各種補助金交付要綱の制定について 

・県市町村教育委員連合会総会報告について 

・平成 29年度第 8回「にのみや 子ども はぐ

くみ塾」 

開催状況報告について  

 

＜事務報告等に対する主な意見・提案事項＞ 

教職員の働き方改革については、先生方の働

き方改革について、例えば、帰る時間を強制

的に区切ることになりますが、先生方にどん

な業務があって、それができなかったのか、

これまで具体的な調査はされてきたのでしょ

うか。 

 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答） 

平成 29 年末に通常時

の 1 週間を調査しまし

た。調査結果をまとめ

ているところですが、

調査結果からは、どん

な仕事がどこで詰まっ

ているのか見えてくる

と思います。 

平成 30 年 

5 月 18 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 31 年度二宮町立小・中学校で使用する

教科用図書の採択方針について 

・二宮町学校運営協議会規則の一部を改正す

る規則について 

・二宮町立一色小学校学校運営協議会委員の

委嘱について 

・平成 30 年度二宮町一般会計補正予算（案）

について【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・各種補助金等交付要綱の制定について 

・平成 30 年度小・中学校学級編制及び児童生

徒数について 

 

＜事務報告等に対する主な意見・提案事項＞ 

地区長の皆さんのコミュニティ・スクールへ

のご理解はいかがでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答） 

これから何をやるのか

という好奇心と、どう

せやるなら良いものに

しようというような雰

囲気の中で説明をさせ

ていただきました。 

 

第１章 教育委員会の活動状況について 



15 

 

  

開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

6 月 29 日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 30年度二宮育英会奨学生の選考結果等

について【非公開】 

・平成 29 年度学校給食費会計報告について 

・町営山西プール水遊び用おむつ着用利用日

の設定について 

・二宮町小中一貫教育校推進研究会設置要綱

の制定について 

・児童生徒安全対策協議会設置要綱の一部改

正について 

 

＜事務報告等に対する主な意見・提案事項＞ 

合同引き取り訓練ですが、今回中学生は保護

者引き取りではなく集団下校となりました

が、災害発生時における、中学生の役割、活躍

などについても様々な考えがあるようです

が、いかがでしょうか。 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答） 

災害発生時の中学生の

立場、役割については

引き続き保護者や地域

も交えて話し合ってい

く必要があると思いま

す。現在は、中学生は

未成年であるので、保

護者として小学生や幼

稚園、保育園の弟妹を

引き取ることは難しい

と考えていますが、共

働き世帯も多くなる昨

今においては、検討課

題の一つです。 

平成 30 年 

7 月 27 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 31年度小学校使用教科用図書採択につ

いて 

・平成 31年度中学校使用教科用図書採択につ

いて 

・平成 31 年度小・中学校使用学校教育法附則

第 9 条 による教科用図書採択について 

＜報告・協議事項＞ 

・ガラスのうさぎ像平和と友情のつどいの開

催について 

・二宮町ふたみ記念館防犯カメラ運用要綱の

制定について 

・二宮町小中一貫教育校推進研究会について 

 

＜事務報告等に対する主な意見・提案事項＞ 

二宮町小中一貫教育校推進研究会について、

小・中学校分離型の設置の考えを理解されて

ないようなご意見もありますが、誤解がまだ

あるということでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

＜傍聴 10 名＞ 

 

（回答） 

具体案を示さないと、

小・中学校の校長が１

人になる義務教育学校

と、同じ敷地内でも小・

中と１人ずつの校長が

いる施設一体型小中一

貫教育校のパターンが

ありますので、確かに

誤解を招くような内容

になっているかもしれ

ません。次回以降具体

案を示したいと思いま

す。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

8 月 24 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成30年度二宮町一般会計補正予算（案）

について【非公開】 

・二宮町生涯学習センターの設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例（案）につ

いて【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町立小学校及び中学校等防犯カメラ運

用要綱の制定について 

・二宮町教育委員会点検及び評価実施要領の

一部を改める要領について 

・二宮町教育委員会点検及び評価報告書(案)

について 

・第 3 回「にのみや子どもはぐくみ塾」開催

状況報告について 

・教育支援室教育相談活動について【非公開】 

・二宮町体育祭について 

 

＜事務報告等に対する主な意見・提案事項＞ 

ガラスのうさぎ像平和と友情の集いの参加人

数が多かったのは、日曜日開催ということも

良かったのでしょうか。全町的な取り組みが

進めば、より多くの方が参加されると思いま

す。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

＜傍聴 2 名＞ 

 

（回答） 

引き続き、全町的な取

り組みとして、多くの

学校が参加するとよ

いと考えています。 

平成 30 年 

9 月 28 日 

 

＜付議事項＞ 

・二宮町生涯学習センターラディアンITコー

ナー設置及び管理運営規則を廃止する規則に

ついて 

＜報告・協議事項＞ 

・平成30年度二宮町教育委員会点検及び評価

報告書（案）について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

コミュニティ・スクールをはじめ、地域の様々

な協力者やボランティアの皆さんに対して、

謝礼や協力金についての検討をお願いしま

す。 

 

原案可決 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答） 

次年度にむけて、検討

を進めています。ま

た、今後、コミュニ

ティ・スクールと既に

生涯学習課で実施し

ている各種事業との

連携を検討していま

す。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

10 月 26 日 

 

 

＜付議事項＞ 

・平成 30年度二宮町教育委員会点検及び評価

報告書（案）について 

・平成 31年度二宮町公立学校教職員人事異動

方針（案）について 

・二宮町社会教育委員の委嘱について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 31年度二宮町教育委員会当初予算要求

について【非公開】 

・神奈川県市長村教育委員会連合会研修会の

結果報告について 

・生涯学習センターにおける Wi-Fi の導入に

ついて 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

小中一貫教育校については、来年度、住民説

明会をはじめとして、この事に取り組むにあ

たっては、指標や基準だけでなく、取り組み

の軸となる、町の理念や考え方、ビジョンを

示していく必要があると思います。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

＜傍聴 1 名＞ 

 

（回答） 

取り組みの根底となる

ビジョンがありますの

で、きちんとお示しし

たいと思います。 

平成 30 年 

11 月 22 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成30年度二宮町教育委員会表彰被表彰者

の選考について【非公開】 

・平成30年度二宮町一般会計補正予算（案）

について 【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・全国学力学習状況調査について 

・二宮町・町内一周継走大会について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

コミュニティ・スクールについては、関わっ

ていただける地域の方々のメリットなど、行

政側からのバックアップも必要だと感じまし

た。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

 

＜傍聴 1 名＞ 

 

（回答） 

学校から地域への一方

的なお願いだけでな

く、地域からの発案に

よる取り組みができる

ように考えていきたい

と思います。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

12 月 14 日 

＜付議事項＞ 

・教育長の辞職の同意について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成30年度二宮町一般会計補正予算（案）

について 【非公開】 

 

同意 

 

平成 30 年 

12 月 27 日 

 

 

＜報告・協議事項＞ 

・新春のつどい、自治功労者表彰、教育委員会

表彰式について 

・小中一貫教育校推進研究会について 

・第 2 回「にのみや 子ども はぐくみ塾」開

催状況報告について 

・働き方改革について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

働き方改革の試行を行った中で、どのような

ご意見がありましたか。 

 

 

 

 

＜傍聴 4 名＞ 

 

（回答） 

学校閉庁日の取り組み

については、日直業務

の負担の減少に繋がっ

たと報告がありまし

た。留守番電話につい

ては、実施により授業

研究等に取り組むこと

ができたようです。携

帯電話については、緊

急連絡はなかったと報

告がありました。 

平成 31 年 

1 月 31 日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・平成31年度二宮町教育委員会基本方針（素

案）について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・引取り訓練の課題について教えてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

＜傍聴 1 名＞ 

 

（回答） 

実施日程についてです

が、金曜日は子ども達

が持ち帰る物が多いの

で避けた方が良いとい

う事があります。また、

世帯によっては、兄弟

姉妹の引き取る順番や

経路で迷われる事が多

かった事が課題として

挙げられています。 



19 

 

 

  

開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 31 年 

2 月 22 日 

 

 

＜付議事項＞ 

・平成 31年度二宮町教育委員会基本方針（案）

について 

・平成 31年度二宮町一般会計補正予算（案）

について【非公開】 

・平成 31年度二宮町予算（案）について【非

公開】 

・二宮町教育支援委員会条例の制定について

【非公開】 

・二宮町教科用図書採択検討委員会条例の制

定について【非公開】 

・特別職員報酬費用弁償の額並びに支給方法

条例の一部を改正する条例について【非公開】 

・二宮町ふたみ記念館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例について【非公

開】 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町生涯学習センターラディアン ITコー

ナーにおけるプリンター印刷料金及び IT 講

習会受講料に関する要綱を廃止する要綱につ

いて 

・二宮町生涯学習センターラディアン ITコー

ナー内無線 LAN アクセスポイントに関する

要綱を廃止する要綱について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

社会教育委員の皆さんは、コミュニティ・ス

クールにどういった形で、参加、協力いただ

けるのでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

原案可決 

 

＜傍聴 1 名＞ 

 

（回答） 

様々な分野でご経験の

ある方達なので、各校、

各地域において、それ

ぞれの知識や経験を活

かして活動していただ

き、社会教育委員会議

の場で情報共有をお願

いしたいと考えていま

す。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 31 年 

3 月 28 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成31年度二宮町教育委員会基本方針の修

正（案）について 

・二宮町教育委員会教育長に対する事務委任

規則の一部を改正する規則（案）について 

・二宮町教育委員会事務局組織規則の一部を

改正する規則（案）について 

・二宮町教育委員会関係職員の職の設置に関

する規則の一部を改正する規則（案）につい

て 

・二宮町立学校教職員安全衛生管理規程の一

部を改正する規程（案）について 

・二宮町地域学校協働活動推進員設置規則の

制定について 

・学校運営協議会委員の委嘱について 

・スポーツ推進委員の委嘱について 

・教職員等人事について【非公開】 

・教育委員会事務局職員等人事について【非

公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・教育長職務代理者の指名について  

・各種委員会委員等の選任について  

・平成 31年度教科用図書採択について 

・教育相談・教育支援室活動の状況について【非

公開】 

・辞令交付式について【非公開】 

・二宮町立学校再配置実施計画（素案）につい

て【非公開】 

 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 
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2  学校訪問 

＜訪問内容＞ 

授業参観 

「教育方針」「学校教育推進に伴う課題（施設の維持・危機管理・服務など）」について説明 

具体的な教育活動（児童生徒指導の実情と問題点）や学校研究の特色などについての説明 

質疑応答 

＜学校訪問の状況＞ 

訪問日 場 所 

平成 30 年  6 月 29 日 町立一色小学校 

平成 30 年  9 月 28 日 町立二宮小学校 

平成 30 年 10 月 26 日 町立二宮西中学校 

平成 30 年 11 月 22 日 町立二宮中学校 

平成 31 年  2 月 22 日 町立山西小学校 

 

 

3  研修会 

 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会（5 月 26 日・静岡県藤枝市）、神奈川県

市町村教育委員会連合会研修会（10 月 10 日・厚木市）、市町村教育委員研究協議会（1 月 25 日・

文部科学省）に出席して、研鑽を積んだ。 

 

 

4  その他の活動状況 

①町の各種委員会委員への選任状況 

委員会の名称 委員名 

総合計画審議会 山内 みどり 

都市計画審議会 原 道子 

学校給食センター運営委員会 岡野 敏彦 

二宮育英会 原 道子 

新庁舎建設町民検討会 渡辺 優子 
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②小・中学校や教育委員会関係行事への参加状況  

開催日 行事名 

平成 30 年 4 月 2 日 教職員等辞令交付式 

4 月 5 日 小・中学校入学式 

5 月 12 日 体育祭（二宮西中学校） 

5 月 18 日 第 1 回総合教育会議 

5 月 26 日 体育祭（二宮中学校） 

6 月 2 日 運動会（二宮小学校） 

6 月 2 日 運動会（一色小学校） 

8 月 17 日 第 2 回総合教育会議 

10 月 6 日 運動会（山西小学校） 

10 月 7 日 二宮町体育祭 

10 月 20 日 文化祭（二宮中学校、二宮西中学校） 

10 月 28 日 二宮町民俗芸能のつどい 

12 月 9 日 二宮町町内一周継走大会 

平成 31 年 1 月 5 日 自治功労者表彰・教育委員会表彰式（二宮町新春のつどい） 

1 月 14 日 成人祝賀会 

1 月 18 日 第 3 回総合教育会議 

2 月 17 日 子ども会祭り 

3 月 11 日 中学校卒業式 

3 月 20 日 小学校卒業式 

3 月 29 日 教職員等転退職者辞令交付式 

 

 

5  教育委員会議の公開 

 二宮町教育委員会議規則第 15 条に基づき、会議は教育長の許可を得て傍聴することができる

としている。 

 平成 30 年度は、20 名の傍聴人があった。 

 

 

6  教育委員会の活動状況 点検評価 

 ※「別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート」に記載（次ページ以降） 
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別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

教育委員会議の実施状況 

 

１ 開催回数 12回 

定例会  12回  

臨時会   0回 

 

２ 議案件数 27件 

 

３ 請願件数  0件 

 

４ 傍聴    26名 

 

１ 開催回数 13回 

定例会  12回  

臨時会   1回 

 

２ 議案件数 33件 

 

３ 請願件数  0件 

 

４ 傍聴    20名 

成果・課題 評価・所見 

平成 30年度二宮町教育委員会基本方針を念頭

に置き、議案 33件を審議した。また、各定例会

においては教育長報告として各所管課から実績

報告や事業予定の説明を受け、内容の確認や質

疑、提案を行った。平成 30年度においては、特

に、小中一貫教育やコミュニティ・スクール導入

について、活発な意見交換を行った。 

開かれた会議運営という点では、議事録ととも

に会議資料をホームページに掲載するなど、取り

組みを進めた。会議開催後早期にホームページに

掲載するための作業効率化が課題である。 

引き続き二宮町の教育全般について、未来を担

う子どもたちのために、町民の意思を的確に反映

しつつ、執行機関としての役割を果たしていく。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 

教育委員定例会においては、学校教育や生涯学

習の現状や課題を共有し、顕在化した課題の解決

策や、これから顕在化すると予想される課題の発

掘に向けた活発な意見交換を行っており、適正に

取り組んでいることからＡとした。 

引き続き、教育委員会制度、法の趣旨に則り、適

切に役割を果たしていく。 
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別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

学校訪問等の活動 

 

１ 学校訪問 

町立小中学校５校訪問 

 

２ 各種研修会等 

関東甲信越静市町村教育委員会連合会

総会 

神奈川県市長村教育委員会連合会研修

会 

 

 

３ その他の活動 

学校教育・生涯学習関連各種行事に参

加 

 

 

１ 学校訪問 

町立小中学校５校訪問 

 

２ 各種研修会等 

関東甲信越静市町村教育委員会連合会

総会 

神奈川県市長村教育委員会連合会研修

会 

市町村教育委員研究協議会 

 

３ その他の活動 

学校教育・生涯学習関連各種行事に参

加 

 

成果・課題 評価・所見 

学校訪問においては、授業参観を行うと

共に、学校教職員と懇談することで、各学校

の教育方針や学校経営の実情を確認した。 

また、教育委員会の諸行事に参加するこ

とで、教育行政全般に目を向けた幅広い視

野を持てるよう努めた。 

併せて、文部科学省や、各教育委員会連合

会の研修会等に参加し、教育行政全般につ

いて研鑽を積んだ。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 

学校訪問や諸行事の参加により、教育現場の状況を

確認するとともに、顕在化した学校運営の課題発掘と

その解消策を見出す活動を推進するとともに、また、各

種研修会に参加し研鑽に勤めた。 

引き続き、各種行事、研修会に参加することで視野を

広げ、教育行政全般に関する諸課題についてさらなる

改善を図るとともに、学校訪問については、より学校の

実情の把握に努める。 
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1  教育総務課の主要事業 

 ●学校教育の重点施策 

重点施策 頁 

１ 児童・生徒の「生

きる力」の育成 

（１）自ら学ぶ力を養うた

めの教育の推進 

①言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 
27 

②外国語教育の充実 

（２）地域社会とともに「生

きる力」の育成 

①地域における児童・生徒の活動の促進 
28 

②キャリア教育の推進 

２ すべての児童生

徒が安心して学べ

る教育環境の整備 

（１）支援が必要な児童生

徒への対応の充実 

①いじめ、不登校、ひきこもり等に対する体制の強化 
29 

②支援教育の充実 

（２）教職員の指導力の向

上 

①「教職員授業力向上研修事業」の推進 
30 

②教育研究所における研修の充実 

３ 児童生徒の学習

環境の整備 

（１）空調の整備等、教室環境の充実 31 

（２）新学習指導要領に基づく、効果的な授業を行うためのＩＣＴ環境の整備 32 

４ 将来に向けた特

色ある学校づくりの

推進 

（１）一色小学校におけるコミュニティ・スクールの円滑な運営 

33 （２）全ての小中学校へのコミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 

（３）小中一貫教育導入に向けた研究の推進 

７ 地域に向けた情

報発信の強化 
 ① 二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 40 

 

第２章 教育委員会における主要事業 
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２  生涯学習課の主要事業 

 ●社会教育の重点施策 

重点施策 頁 

５ 地域文化の向上 

（１）二宮の自然・歴

史・文化に触れる機会

の提供 

①文化芸術の振興・支援 34 

②生涯学習センター「ラディアン」の魅力向上と図書

館のさらなる利便性の向上 
35 

（２）図書館事業の推

進 

子育て支援の推進 36 

図書館資料の充実 37 

図書館サービスの充実 38 

６ 社会教育施設の

適切な運営 
（１）生涯学習センター「ラディアン」の適切な運営 39 

７  地域に向けた情

報発信の強化 
 ① 二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 40 

 

3  教育委員会の活動状況 点検評価 

※「別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート」に記載（次ページ以降） 
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      別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート 

  

項目 

(重点施策・事業) 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

１ 児童・生徒の「生 

きる力」の育成 

(１)自ら学ぶ力を

養 

うための教育の推

進 

①言語活動の充実

を基盤とした学び

合いの促進 

②外国語教育の充

実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

自分の考えを伝える場面や、相手の考

えを知る場面を意識的に設定し、授業

展開の中で言語活動を積極的に取り入

れた。 

外国語活動・英語科においては、小中一

貫教育を意識し、ＡＬＴの活用や教員

研修等により、生きた英語を聞かせる

よう授業を展開した。 

ＡＬＴの年間配置日数 

・小学校 3校 237日 

・中学校 2校 120日 

 英語検定奨励金 

・英検受験者 90名 

・英検受験率 40.5％ 

・奨励金支給額 309,700円 

小中一貫教育英語科指導研究員として

中学校の英語科教員が小学校３校で授

業を行い、教員研修を実施した。 

① 授業の中で、自分の考えを持ち相

手に伝える場面や、相手の考えを傾

聴し知る場面を意識的に設定するこ

とで、言語活動を積極的に取り入れ

た。 

② 外国語活動・英語科においては、

昨年度に引き続き、生きた英語を意

識した授業を展開した。 

ＡＬＴの年間配置日数 

・小学校 3校 176日 

・中学校 2校 114日 

 英語検定奨励金 

・英検受験者 99名(3年生) 

・英検受験率 45.8％ 

・奨励金支給額 231,500円 

昨年度から引き続き、中学校の英語

科教員が小学校３校で授業を行い、

教員研修を実施した。 

現計予算額(円) 決算額（円） 現計予算額(円) 決算額（円） 

9,733,000  9,634,700  9,490,000 9,246,552 

成果・課題 評価・所見 

①自分の考えを持つこと・伝えること、相

手の考えを聞くこと等を意識した授業スタ

イルが定着する中、引き続き深い学びを追

求する授業を展開した。 

②ＡＬＴの授業では、生きた英語をきかせ

る場面を意識的に多くしている。また、小・

中学校教員によるティーム・ティーチング

を行い、小学校教員の英語指導力を高める

とともに子どもたちが自分の気持ちを英語

で表現したくなる場面設定が重要であるこ

とを先生方が理解し、小・中学校が共通し

てそのような授業づくりを進めることがで

きた。 

Ｂ 

（前年度評価：Ｂ） 
①全国学力・学習状況調査において「話し合う活動を通

じて、考えを深めたり広げたりすることができていると

思う」に肯定的に答えた割合は、小学校 80.6％、中学校

72.6％で、全国平均に比べて有意な差はなかった。引き

続き他者の考えを聴き、自分の考えを深めるような時間

を授業の中に取り入れていきたい。 

②中学校 3年生を対象にしたアンケート（回収率 84％）

によると、中学校卒業時に英検 3級以上を取得した生徒

の割合は 40.1％（昨年度 33.6％）と上昇したが、今後

は 3 級にフォーカスして、１・２年生にも受験の機会を

広げていく。 
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項目 

(重点施策・事業) 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

１ 児童・生徒の「生

きる力」の育成 

(２)地域社会ととも

に「生きる力」の育成 

①地域における児

童・生徒の活動の促

進 

②キャリア教育の推

進 

 

（教育総務課 

指導班） 

①中学生に町防災訓練などの地域活

動への参加を呼びかけた。 

②地域の協力を得て、各中学校にお

いて福祉体験、職場体験等を実施し

た。 

小学校３校で、５年生が宿泊による

野外体験活動を行った。 

一色小学校では、コミュニティ・ス

クール準備委員会が、見守りや校内

環境整備等について検討した。 

・体育・文化活動指導員 11 名５団体 

・学習協力者 19名８団体 

①各小学校、中学校において学習協力

者、体育・文化活動指導員等による地

域教育力を活用し、授業を実施した。 

・学習協力者 ９名８団体 

・体育・文化活動指導員 

８名２団体 

②地域の協力を得て、各中学校におい

ては、職場体験等を実施した。 

小学校においては、地引網や玉ねぎの

植え付けから収穫までを実施し、水産

業及び農業の体験学習を行った。ま

た、小学校３校で、５年生が宿泊によ

る野外体験活動を行った。 

現計予算額(円) 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

1,847,000 1,576,278 1,847,000 1,480,002 

成果・課題 評価・所見 

①町行事に中学生が参加する場を設けられるよう、

引き続き関係各課とも連携していく。それぞれの学

区の中で、地域の方の力を借りて、地域の畑での農

業体験や地域の方との梅干しづくりなど、地域の力

を活かした取り組みを行い、コミュニティ・スクー

ルとしての活動につながった。令和元年度から他の

4校もコミュニティ・スクールになるので、地域の

力を活かしていくことが出来るような環境を整え

ていく必要がある。 

②キャリア教育講習会等も行っているが、地域力を

活かしたキャリア教育を更に推進していく必要が

ある。 

平成 30 年度は一色小学校がコミュニティ・ス

クールになり、地域とのかかわりを活かした取り組

みが出来た。また、他 4校でも準備委員会が設置さ

れ、コミュニティ・スクールを活かした取り組みに

ついて検討することが出来た。 

Ｂ 

（前年度評価：Ａ） 
①・②学校運営協議会や、準備委員会において、

コミュニティ・スクールのあり方についての話

し合いが行われてきたが、地域と学校の連携を

学校教育活動に結びつけるという観点では、な

お継続的な話し合いが必要となっている。 

今後は、コミュニティ・スクールの枠組みの中

で、地域における児童生徒の活動や、キャリア教

育をより促進していくことから、学校間の情報

交換会を開催し、学校ごとの方向性や有意な取

り組みの情報共有に努める。 

②各小学校の野外体験活動や地域教育力活用事

業が円滑に実施できるよう、引き続き予算確保

に努める。 
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項目 

(重点施策・事業) 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

２ すべての児童生

徒が安心して学べる

教育環境の整備 

(１)支援が必要な児

童生徒への対応の充

実 

①いじめ、不登校、ひ

きこもり等に対する

体制の強化 

②支援教育の充実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

①ＳＳＷ２名、心理教育相談員２名

を配置し、不登校等のケースや、就学

相談等に対応している。 

・ＳＳＷ配置時間 

のべ 111日 569時間 

・心理教育相談員 

のべ 132日 765時間 

②小中学校に支援教育補助員を配置

し、特別支援学級を中心に学校生活

の支援を行った。 

また、外国籍の児童生徒に必要に応

じて日本語指導員を派遣した。 

・支援教育補助員人数  

5 校合計 24名 

・日本語指導員人数  4校のべ8名 

①ＳＳＷ２名、心理教育相談員２名を

配置し、教育相談や就学相談、不登校

等のケースについて、必要に応じて関

係機関と連携し対応している。 

・ＳＳＷ配置日数・時間 

のべ 73日 436時間 

・心理教育相談員配置日数・時間 

のべ 150日 893時間 

②支援を必要とする児童・生徒のニー

ズに応じた教育を行うため、小中学校

に支援教育補助員を配置し必要な支

援を行った。また、日本語を母語とし

ない児童生徒に対して日本語指導員

を派遣した。 

・支援教育補助員人数 5校合計 24名 

・日本語指導員人数   4校のべ 7名 

現計予算額(円) 決算額（円） 現計予算額(円) 決算額（円） 

24,666,000 23,917,084 24,791,000 24,143,954 

成果・課題 評価・所見 

①町内 5 校のニーズに鑑み、ＳＳＷと心理

教育相談員を配置した。県ＳＳＷとも連携

し、中学校区ごとにＳＳＷを配置し、援助

職が専門性を生かしつつ、外部機関と連携

して児童生徒の支援にあたった。学校にお

いて、援助職の専門性について理解が進み、

教育相談において、学校のより迅速な対応

が可能となった。しかし、様々な問題を抱

えている児童・生徒が増えており、校内外

における更なる児童生徒の支援体制の構築

が必要な結果となった。 

②夏季休業中の特別支援教育研修会につい

て、支援教育補助員も対象とし、支援の仕

方について共通理解を深めることが出来

た。 

Ｂ 

（前年度評価：Ｂ） 

①外部の関係機関と連携し、援助職の専門性を生かした

教育相談体制が強化された。また、教育支援室について

は外部機関と連携した活動を実施するなど活動の充実

を図ることができた。しかし、不登校児童生徒の割合の

減少には至らなかった。このことから多様化かつ複雑化

する課題に対応するため、引き続き、援助職の一層の体

制強化に向けた国・県への財政支援や人的支援などの要

望を行い、人材確保による体制強化に努める。 

②特別支援学級に限らず、個々の児童生徒の教育的ニー

ズに応じた効果的な支援を行うため、継続して実施する

必要がある。 

以上のように、各分野に引き続き取り組む課題があるこ

とからＢ評価とした。 
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項目 

(重点施策・事業) 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

２すべての児童生徒

が安心して学べる教

育環境の整備 

 

(２)教職員の指導力

の向上 

①「教職員授業力向上

研修事業」の推進 

② 教育研究所におけ 

る研修の充実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

①引き続き、各校で「二宮町学びづく

り推進研究事業」による校内研究に取

り組んだ。 

・補助金支給額 

５校 400,000円 

・教職員研修会１回開催 

・学びづくり通信発行年２回 

②前年度に引き続き教育研究所に非

常勤の指導員を配置し、新採用や臨

時的任用等の若手教員の指導、学力

学習状況調査の分析等研究を行っ

た。また、児童生徒数の推計等、将

来の学校のあり方を考えるための基

礎資料の作成を行った。 

・研究所指導員配置日数 

14日×12か月＝168日 

①今年度からは、若手教員の育成、

授業力向上に重点を置く、「教職員

授業力向上研修事業」による校内研

究に取り組んだ。 

・補助金支給額 

５校 400,000円 

・教職員研修会１回開催 

・二宮町教職員授業力向上研究通信 

 の発行年１回 

②本年度も教育研究所に非常勤の指

導員を配置し、新採用や臨時的任用

等の若手教員の指導、学力学習状況

調査の分析等研究を行った。また、

小中一貫教育を行うための児童生徒

数の推計等、学校のあり方を考える

ための基礎資料を作成した。 

・研究所指導員配置日数 

14日×12か月＝168日 

現計予算額(円） 決算額（円） 現計予算額(円） 決算額（円） 

2,226,000  2,185,365  3,456,000 3,144,300 

成果・課題 評価・所見 

①今年度からは、若手教員の育成、授業力向

上に重点を置く、「二宮町教職員授業力向上

研究」として実施した。新しく教科化された、

特別の教科道徳などについて、研究を行うこ

とが出来た。 

②教育研究所では、経験豊富な指導員が、授

業を行っている現場に出向き、若手教員に授

業づくりについての指導を行っている。また

学力学習状況調査を分析し、学校ごとに詳細

な分析を行い、指導の充実につながった。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
①新しく教科化される教科や、ＩＣＴなど新しく導入

されるものについて研究を行い、授業の準備に備える

ことが出来た。 

②若手職員や臨時職員が増加する中、教育研究所の人

材育成事業により、若手教員の力量が向上し、各校と

もきちんとした教育活動が行われている。また、学力

状況調査などについて、詳細に分析することによっ

て、指導の充実につながっている。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

３児童生徒の学習環境 

の整備 

(１)空調の整備等教室

環境の充実 

 

（教育総務課 

教育総務班） 

 

特別教室への空調設備導入 

 

二宮小学校  ４階 音楽室 

一色小学校  ３階 図書室 

山西小学校  ２階 音楽室 

二宮中学校  ４階 音楽室 

二宮西中学校 ４階 音楽室 

特別教室への空調設備導入 

 

二宮小学校  ３階 図書室 

一色小学校  ２階 音楽室 

山西小学校  ２階 図書室 

二宮中学校  １階 図書室 

二宮西中学校 ３階 図書室 

現計予算額

（円） 
決算額（円） 

現計予算額

（円） 
決算額（円） 

10,621,000 10,497,600 10,759,000 10,756,800 

成果・課題 評価・所見 

各校の特別教室（図書室または音楽室）に、

空調設備を導入した。前年度同様に、工事につ

いては夏休み前に終了し、授業や部活動に活

用された。 

 平成 30 年の夏は、記録的な猛暑となる中

で、さらなる教室環境整備として、普通教室へ

の空調整備も進めた。本整備期間中における

暑さ対策として、既存導入分の有効活用が期

待される。 

Ａ  
（前年度評価： Ａ ） 

計画２ヵ年目であり、施工日程の調整や施工音に対

する学校側の理解や協力もあったことから、計画通り

設置することが出来た。このことから、評価をＡとし

た。普通教室等への空調整備についても、学校と連携

し取り組みを進める。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

３児童生徒の学習環境 

の整備 

（２）新学習指導要領に

基づく、効果的な授業を

行うためのＩＣＴ環境

の整備 

 

（教育総務課 

教育総務班） 

 

 

平成３０年度新規項目 

 

平成３０年度導入機器 

・タブレットＰＣ           21台 

・書画カメラ               56台 

・50型テレビ（電子黒板ユニット付） 

 14台 

・モバイルプロジェクター（及び書画

カメラ）                  7台 

  

長期継続契約 

平成 30年 9月 1日から 

平成 35年 8月 31日まで 

現計予算額

（円） 
決算額（円） 

現計予算額

（円） 
決算額（円） 

- - 2,259,000 2,258,172 

成果・課題 評価・所見 

ＩＣＴ環境整備の初年度として、上記の機

器を導入した。従来導入機器に本導入を含め

ると、書画カメラ（実物投影機）及び５０型テ

レビは、１教室に１組程度の導入がなされた。

導入によって学習活動の要点を拡大して示す

ことができ、導入の目的である大きく映した

わかりやすい授業の展開につながった。 

ＩＣＴ環境の整備については、国計画の基

準を満たすためには、多額な費用を要するこ

とが見込まれる。 

一方では、授業で十分に活用するためには、

教員のスキルアップや授業研究が不可欠であ

り、整備と並行して研修、研究を進める必要が

ある。 

Ａ 
（前年度評価： － ） 

 導入にあたっては、スケジュール通りに、契約、搬

入整備、運用開始が行われたので、Ａとした。 

 次年度以降においても、計画的な整備と、活用研究

が必要である。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

４将来に向けた特色 

ある学校づくりの 

ための推進 

（１）一色小学校にお

けるコミュニティ・ス

クールの円滑な運営 

（２）全ての小中学校

へのコミュニティ・ス

クール導入に向けた

環境づくり 

（３）小中一貫教育導

入に向けた研究の推

進 

（教育総務課指導班） 

①一色小学校のコミュニティ・スクー

ル指定に向けた研究に引き続き取組

み、コミュニティ・スクールフォーラ

ムの開催やリーフレットの作成、一色

小学校コミュニティ・スクール準備委

員会の４回開催と、広報活動や来年度

の取組みについての研究を進めた。 

②小中一貫教育校導入検討会を年間

で５回開催し、児童生徒数の推移や学

校の再配置について話し合いを進め

た。 

①一色小学校では学校運営協議会

制度を導入後、具体的に見守り活動

の改善などに取り組んだ。 

②推進協議会を組織し、一色小学校

の取組みや、他４校での準備の進捗

状況も情報交換し、翌年度の制度導

入に向け準備を進めた。 

③地区代表や PTA代表、学識経験者、

校長代表で組織する小中一貫教育

校推進研究会を年間で 4回開催し、

小中一貫教育校の推進について研

究した。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

1,167,000  960,053  1,075,000 601,012 

成果・課題 評価・所見 

①2 年間の準備期間での取組みを生かし具体

的な活動にスムーズに取組むことができた。 

②一色小学校の取組みや、他 4校での準備の進

捗状況を情報交換し、来年度の制度導入に向け

準備を進めた。特に、一色小学校の先行事例を

参考にして、他 4 校が準備を進められたこと

は、効率的な準備につながった。 

③研究会を構成する様々な立場の会員による

幅広い意見交換は大変有意義であった。また、

その中から、「二宮の目ざす子ども像」を考え、

町の教育の理想的な形態として小中一貫教育

校設置計画（案）の策の根拠として有用なもの

だった。 

 

Ａ 

（前年度評価：Ｂ） 
 学校運営協議会制度の導入については、一色小学

校における運営についても、推進協議会における準

備の進め方についても、実践校の視察や調査などの

研鑽に努め、その成果をコミュニティ・スクールや小

中一貫教育の構想立案に反映することが出来た。 

 一方で、コミュニティ・スクールの認知度や理解に

ついては、町広報紙や HPを活用したが、普遍的に深

めることができず、昨年度に続き課題を残した。 

 小中一貫教育校推進研究会については、有識者や

住民とともに小中一貫教育校の導入について考える

良い機会となった。また、小中学校では、昨年度から

引き続き、小中一貫カリキュラムの作成や乗り入れ

指導を通し、相互理解を深めることができた。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

（１）二宮の自然・歴

史・文化に触れる機会

の提供 

①文化芸術の振興・支

援 

 

（生涯学習課 

生涯学習･スポーツ班） 

・第 60回二宮町文化祭 

 平成 29年 10月 13日～11月 6日 

 展示、体験講座、芸能大会、合唱祭 

 36団体参加、来場者延べ 3,391人 

・第 14 回ラディアン・ピアノマラソ

ンコンサート 

 平成 30年 3月 4日（日） 

 出場者 89 組 93 名 観覧者約 200

名 

・第 61回二宮町文化祭 

 平成 30年 10月 12日～11月 4日 

展示、体験講座、芸能大会、合唱祭 

40団体参加、来場者延べ 4,692人 

・第 15 回ラディアン・ピアノマラ

ソンコンサート 

平成 31年 3月 3日（日） 

出場者 78組 86名 観覧者約 140名 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

992,000 976,551 421,000 419,075 

成果・課題 評価・所見 

文化祭は平成 29 年度より実行委員会形式で

実施。各文化団体の成果発表の場となってい

る。 

ピアノマラソンコンサートは、毎年町内外か

ら多くの応募があり、スタインウェイピアノに

触れる良い機会となっている。  

 

Ａ 

（前年度評価：－） 
 町民の文化芸術活動の活性化、楽しい暮らしのサ

ポートの場として、大変評価されている。 

 ラディアンホールや各部屋において、町民主体に

よる様々な団体が自主活動を活発に展開しており、

今後も文化振興の拠点として事業や施設運営を行っ

ていく。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

（１）二宮の自然・歴

史・文化に触れる機会

の提供 

②生涯学習センター

「ラディアン」の魅力

向上と図書館のさらな

る利便性の向上 

（生涯学習課 

生涯学習･スポーツ班、

図書館班） 

・図書館協議会において、運営体制お

よびサービスの見直しについて議

題として取り上げた。協議会任意の

勉強会において、利用状況の分析

と、今行っているサービスに対して

の意見を出していただいた。また、

大和市立図書館を視察していただ

いた。 

・平成 30 年度に、経費を増やさず開

館日を増やすため、開館時間の縮小

や館内整理休館日の作業日を月曜

に充てる等、検討・計画を行った。 

・カウンターの配置、作業の効率化な

ど、より効果的な人員配置を模索し

ながら、試験的にシフトを組むなど

した。 

・生涯学習センター内に公衆無線Ｌ

ＡＮを整備し、図書館・モール・

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ等において、インター

ネット接続が可能となり、来館者

の利便性が図られた。（平成 30年

11月から） 

・昨年度まで、図書館協議会等で、

運営体制の見直し等について、検

討を行ってきた。 

その結果、利用者の利便性を図るた

め、7 月から試行で、平日の夜間

開館時間を一部見直し、開館日を

増やす取り組みを行っている。 

○平日の夜間開館日（19時まで）

週 4日から週 2日（水・金のみ）

へ変更 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

35,660,000 35,318,481 29,253,000 28,160,971 

成果・課題 評価・所見 

公衆無線ＬＡＮを整備したことで、図書館内では、学習

や調べもの等において、利便性が向上した。 

ラウンジは、友人や仲間同士が交流する場として活用

されるほか、中高校生が勉強するなど、多様な活動の「居

場所」としての利便性が図られている。 

月末休館日を開館し夜間開館を週 4 日から 2 日に変更

して、7月から試行で実施している。 

4月当初から変更についてお知らせを行った。実施当初

は、曜日による時間変更が分かりづらいとの声もあった

が、現在は利用も落ち着き、大きな問題もなく実施できて

いる。また月末休館日を開館すると、図書館とラディアン

の休館日が同日になり（一部を除き）利用しやすくなって

いる。ただ、館内整理作業日を休館日（月曜日等）に充て

るため、職員の週休日の振替が生じ、事業や会議の日程

等、シフトの調整が複雑化している。今後は 1 年間の試

行を踏まえ運営体制の方向性を決めていく。 

Ａ 

（前年度評価：－） 
来館者へインターネット接続環境を提

供することで、手軽にインターネットへ接

続できるようになり、利用者の利便が図ら

れたとともに、学習・文化拠点としての魅

力向上にもつながった。 

試行実施した開館時間の変更、月末館内整

理休館日の開館は、利用者の理解もおおむ

ね得られており、大きな問題もなく実施で

きている。今後は運営体制の確立等、本格

実施に向けての検討課題をクリアしてい

くこととし、Ａとした。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(２)図書館事業の推進 

①子育て支援の推進 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

 

平成 29年度、主に行った事業等 

・ブックスタート事業（継続） 

年 6 回・絵本配布数：125 冊 

・子育て関連図書および関連情報

コーナーの充実（継続） 

・子育て支援関連講座（継続） 

「絵本はこころのおやつ～ after

ブックスタート～」９人 

「わらべうたであそぼう！(乳児向)」

子ども 38人・大人 39人 

・図書館託児サービス（継続）  

 ３人 

・ファミリー読書のすすめコーナー

設置（町内書店と図書館、図書館関連

団体の推薦図書の紹介、年 4回、図書

館内および町内小中学校と町内書店

に本の紹介ポスターを掲示） 

・こどものほんコーナーに本の相談

員設置（夏休み期間毎日ほか月３～４

回） 

平成 30年度、主に行った事業等 

・ブックスタート事業（継続） 

年 6回・絵本配布数：161冊 

・子育て関連図書および関連情報

コーナーの充実（継続） 

・子育て支援関連講座（継続） 

「絵本を楽しもう！～アフター

ブックスタート～」15人 

「わらべうたであそぼう！(乳児

向)」子ども 52人・大人 61人 

・図書館託児サービス（継続）35人 

・ファミリー読書のすすめコーナー

設置（町内書店と図書館、図書館関

連団体の推薦図書の紹介、年 4回、

図書館内および町内小中学校と町

内書店に本の紹介ポスターを掲示） 

・こどものほんコーナーに本の相談

員設置（夏休み期間毎日ほか月３～

４回） 

現計予算額(円) 決算額（円） 現計予算額(円) 決算額（円） 

35,660,000 35,318,481 28,953,000 27,974,671 

成果・課題 評価・所見 

0 才からティーンズまでの幅広い世代とそ

の親を対象に、町の読書普及を目指した取り組

みを行っているが、「子育て世代が魅力を感じ

る図書館」として、特に子育て関連事業の開催

やコーナーの充実に努め、利用促進を図った。 

 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
「二宮町子ども・子育て支援事業計画」（平成 27年

度～平成 31年度）においても、子どもの年齢に合わ

せた事業の開催等の充実と利用促進が謳われてい

る。平成 30年度は、こどものほんコーナー相談員の

設置日をより利用が多い曜日や時間に変更して工夫

した。また講座の内容を見直して、子育て世代をメイ

ンとしたサービスをより充実し利用促進が図られた

ため、Ａとした。 



37 

 

 

 

  

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(２)図書館事業の推進 

②図書館資料の充実 

 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

 

平成 29年度について 

・昨年度に引き続き、予算の一部に

図書館基金を充当し、資料の重点購

入を計画的に進め、資料の充実を

図った。 

（平成 29年度重点購入：語学書、健

康・医療関連図書、児童書（伝記等）、

ティーンズコーナー図書） 

・引き続き現行の予算の維持、寄贈

受入、雑誌スポンサー制度の活用を

行った。 

【平成 29年度】 

図書資料 5,606,569円 

  計 3,341冊 

（一般 2,568冊 児童 773冊） 

視聴覚資料 93,391円 計 13点 

（CD ３点 DVD 10点 ） 

 

 

平成 30年度について 

・昨年度に引き続き、予算の一部に

図書館基金を充当し、資料の重点購

入を計画的に進め、資料の充実を

図った。 

（平成 30年度重点購入：辞書辞典、

健康・医療関連図書、児童向け英語

教材図書、ティーンズコーナー図

書） 

・引き続き現行の予算の維持、寄贈

受入、雑誌スポンサー制度の活用を

行った。 

【平成 30年度】 

図書資料 5,872,784円 

  計 3,229冊 

（一般 2,537冊 児童 692冊） 

視聴覚資料 127,208円 計 33点 

（CD 24点 DVD 9点 ） 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額(円) 決算額（円） 

7,093,000 7,092,848 7,411,000 7,410,629 

成果・課題 評価・所見 

平成 27年度より、予算の一部に図書館基金を充

当し、資料の重点購入を計画的に進め、資料を充実

させた。平成 30年度は、資料の重点購入で、小学

校の英語教育化に対応し、英語の絵本を購入し、外

国語の絵本コーナーを拡大して並べて提供した。

ティーンズの利用者の拡大を狙い、中学生との懇

談会で希望の出た図書を購入し、中学生向けに図

書館だよりを作成してＰＲした。また、出版年の新

しい辞書・辞典類を買い替え、古い図書を更新し

た。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
図書館資料の充実については、計画どおり遂

行することができたのでＡとする。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(２)図書館事業の推進 

③図書館サービスの充

実 

 

 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

平成 29年度について 

・要望を受け、こどものほんコー

ナーの図書の相談員の配置を、夏

休み期間中毎日に加え、他の月も

毎月３～４回配置するようにし

た。 

平成 30年度について 

・前年度の実施状況により、利用者の多

い時間帯と曜日に変更して、実施した。 

Ｈ29年度 

 第 4水曜日、第 1土曜日 

 13：30～16：00、9：30～12：00 

Ｈ30年度 

第 4日曜日 

14：30～16：30、10：00～12：00 

 

夏休みは毎日実施した。 

現計予算額(円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

35,660,000 35,318,481 28,953,000 27,974,671 

成果・課題 評価・所見 

こどものほんコーナーの相談員の配置につい

ては、Ｈ29年度の実施状況で、遅めの時間帯の

方が利用者が多いことから、時間をずらして実

施した。曜日についても見直し、利用の多い日

曜日を増やしたことから、利用者にあったサー

ビスを提供できた。 

また、夏休みに実施した「絵本クイズ」が、

昨年度に引き続き好評で、何度もクイズに挑戦

して、絵本を読むことを楽しんでいた子もいた。 

今後も利用促進のための工夫をしていきたい。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
図書館サービス充実については、おおむね予定通り 

遂行できたのでＡとする。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

６社会教育施設の適切

な運営 

(１)生涯学習センター

「ラディアン」の適切

な運営 

（生涯学習課 

生涯学習・スポーツ班） 

・非常用自家用発電機修繕工事 

1,274,400円 

 発電機内劣化部品、エンジンオイル

等交換 

・舞台機構交換工事 4,536,000 円 

緞帳・音響反射板ワイヤーロープ等交

換 

・大規模修繕現況調査委託料 

3,229,200円 

 修繕計画策定に伴う現況調査 

・電気設備更新工事 2,106,000円 

 ＰＡＳ及び引込ケーブル等更新

工事 

・ホール冷温水発生機改修工事 

9,363,600円 

 ホール系空調用冷温水発生機の

分解整備修繕 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

58,766,000 56,934,645 78,890,000 74,154,019 

成果・課題 評価・所見 

施設運営上支障が生じる箇所については、工

事・修繕を行い、維持管理を行っているが、開

館から 20 年を迎え、経年劣化による故障や機

能低下が年々多く発生している（各種空調など

の設備機器をはじめ、ホール機器及び備品（ス

タインウェイ）を含む）。 

修繕計画を策定し、計画的に修繕工事等を

行っていく必要がある。 

 

Ｂ 

（前年度評価：－） 
 保守点検等で指摘を受けた箇所等については、予

算措置をし、順次修繕等実施しており、重要な設備等

の故障に関しても速やかな対応に努めている。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

７地域に向けた情報発 

信の強化 

①二宮町ホームページ 

や広報誌の積極的な活

用 

 

 

（教育総務課 

生涯学習課） 

 

町ホームページの活用 

・教育委員会議や各種協議会の資料 

や記録を掲載 

・各校の学校だよりの掲載 

・コミュニティ・スクール等の取り組

みを掲載 

・図書館ホームページの運営 

 

広報誌の活用 

・教育委員会表彰や各種コンクール 

など、児童生徒の活躍を掲載 

・空調設備導入やコミュニティ・ス 

クール等の取り組みを掲載 

・就学援助等の各種案内を掲載 

・ラディアンの催し物や、二宮町体 

育祭などの各種行事のお知らせを 

掲載 

町ホームページの活用 

・教育委員会議をはじめとする各種

会議のお知らせ、記録を掲載 

・学校教育、生涯学習に関する取組

みや紹介の充実 

・図書館ホームページの運営 

 

 

広報誌の活用 

・教育委員会の取組み、学校の様子、 

生涯学習やスポーツについて分野で 

の町民の取組み、活躍を掲載 

・学校教育、生涯学習に関する各種 

案内を掲載 

 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

－ － － － 

成果・課題 評価・所見 

町広報誌において、コミュニティ・スクール

や、小中一貫教育の取組みについてなどについ

て特集記事を掲載するなど、教育委員会の取組

みの情報発信を行った。 

ホームページについては、引き続き更新に努

めている。 

情報発信は、効果的かつ継続的な取組みが必

要である。 

Ｂ 

（前年度評価： Ｂ） 
ホームページ、広報誌とも内容、紙面の充実に努め

たが、ホームページについては、町全体で項目や内容

の整理に取り組んでおり、教育委員会部分についても

町の関連部署等との調整を図りながら整理を進めて

いることから、Ｂとした。 
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評価委員：西山 千鶴子 

評価（意見）内容 

 

 

  

第 3章 外部評価（意見） 

第 1 章 教育委員会の活動状況について 

教育委員会議において、教育委員会事務局からの報告及び協議事項について、教育委員から活

発な討議がなされ、教職員の働き方改革、学校訪問や各種行事に参加したことで、委員としての

運営活動がなされたと思います。 

これから始まる小中一貫教育及びコミュ二ティ・スク―ルの議論も、児童生徒にとってより良

い議論がなされることを期待します。 

評価としては、Ａで良いと思います。 

 

第 2 章 教育委員会における主要事業 

１ 児童・生徒の生きる力の育成 

ＡＬＴの年間配置日数が前年度に比べて小学校３校の配置数が約 50 日も減っています。英検

の受験率は５％も上がっています。１・２年生にも受験の機会を広げることは、良いことだと思

います。 

地区長も 2 年交替のところが多いので、活動の引継ぎを行い学校との連携が円滑・持続できる

ようにして行ってもらいたいと考えます。地域との連携により、地域社会に貢献できる力が湧い

てくると考えます。 

 

２ すべての児童生徒が安心して学べる教育環境の整備 

児童生徒が抱えている問題解決はなかなか難しいので、地道な指導となると思いますので、ひ

き続きお願いしたいです。 

 

３ 児童生徒の学習環境の整備 

記録的な猛暑が来年度も予想されるため、早期に各学校の空調設備を整えて頂き、快適な環境

のもとで勉強をさせてあげたいと考えます。 

ICT の導入が長期継続契約がされているようであるが、教員のスキルアップを行い、授業に生

かされるように研修を行ってもらいたいと考えます。 

 

４ 将来に向けた特色ある学校づくりのための推進 

コミュニティ・スクールの導入や小中一貫校導入についてなかなか理解しにくいのが課題だと

思います。徐々に理解しあえる環境を整えることが大事だと思います。 
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評価委員：原 幸男 

評価（意見）内容 

  
第１章 教育委員会の活動状況について 

「教育委員会議の実施状況」と「学校訪問等の活動」の 2 つの項目について、共に「A」と評価

しており、この評価は妥当と思います。 

会議は、毎月 1 回定例的に開催、また必要に応じて臨時会も開催され、教育長の事務報告に始ま

り、各種の議案や報告・協議事項について議論されており、適切に運営されていることが伺えま

す。今後も、「二宮町教育員会基本方針」を尊重しつつ、事務局と課題を共有化し、適切に運営

されることを期待します。 

また、学校訪問等については、町内の小中学校を年に 1 回それぞれ訪問、授業参観や学校関係

者との意見交換を行うとともに、研修会や各種諸行事への参加など、教育委員会と学校関係者が

互いに緊密な連携を図っているように感じます。二宮町の児童生徒の生きる力を育成し、それを

取り巻く教育環境を整えるため、更なるご努力をお願いします。 

 

第 2 章 教育委員会における主要事業の執行状況について 

教育総務課の主要事業は、A 評価は４項目、B 評価は４項目となっており、妥当と思います。

重点事業の中から、いくつか拾い出し記述します。 

「自ら学ぶ力を養うための教育の推進」の中の、「外国語教育の充実」の項目では、小中学校

に ALT を年間配置し、生きた英語を意識した授業が根づき、成果が数字に表れていることにつ

いて、評価します。 

「支援が必要な児童生徒への対応」の項目では、スクールソーシャルワーカーを 2 名、心理教

育相談員 2 名を配置し、教育相談・不登校等のケースや就学相談など必要に応じ、対応できるよ

うになり評価します。ケースは多様化・複雑化しているものと思われ、町内だけでなく外部の機

関とも連携を深め更なるご努力を期待します。 

５ 地域文化の向上 

図書館については、利用時間及び曜日に工夫をこらし、資料の充実を図り、とても良いと考え

られます。引き続き利用しやすい環境を目指して頂きたいです。 

各項目の重点施策の評価は、妥当と考えます。 

 

（まとめ） 

小中一貫校導入にあたっては、課題があると思いますので、保護者の意見も取り入れ議論を重

ねてください。 

児童生徒が安心して学校生活が送れるよう、努力して頂きたいと思います。 
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「空調の整備等教室環境の充実」では、昨年度から、小中学校の特別教室（図書室・音楽室）

へ空調設備を導入し、授業や部活動に活用されました。近頃は記録的な猛暑が続いており、町内

すべての小中学校の普通教室への空調設備について、計画的な導入をお願いします。 

「将来に向けた特色ある学校づくり」の中の「一色小学校におけるコミュニティ・スクールの

円滑な運営」の項目では、学校運営協議会制度を導入し、この事業が定着、地域と学校が連携し

た事業が展開されるようになりました。関係者のご努力を高く評価します。 

なお、他の４校でも準備委員会が発足、一色小学校をモデルとした特色あるコミュニティ・ス

クールを期待しますが、他の地域では、まだまだこのコミュニティ・スクールに関する認識が十

分ではないように感じられます。地域の方々の協力なくしては事業が成り立ちません。地域の

方々の理解を得るためのご努力をお願いします。 

また、「小中一貫教育導入に向けた研究の推進」の項目では、平成 28 年度に「検討するにあ

たっての基本的な考え方」、平成 29 年度に「導入検討会」が条件を整理し、今年度は、学識経験

者からなる「推進委員会」を設置し、報告書が提出されました。その詳細は、町のホームページ

にも掲載されています。 

二宮町の児童生徒数の減少や、新しい学習指導要領に対応するため、将来の二宮町の学校の適

正規模や適性配置についての条件を 3 年間かけて整理したもので、関係者のご努力が伺えます。

今後、この報告書を基に、二宮町の教育の理想について大いに議論され、近い将来、二宮町に小

中一貫校が実現することを期待します。 

 

また、生涯学習課の主要事業は、A 評価が５項目、Ｂ評価が２項目としています。これらは、

おおむね妥当と考えます。特に、ラディアン（図書館を含む）は、生涯学習の拠点施設として、

文化祭などの発表の場や町内の各種団体の方々の自主活動に利用されており、町の文化の振興

に大いに寄与していると思います。 

今年度は、センター内に無線 LAN を整備し、施設内でインターネット接続が可能となり利用

者の利便性が高まったことは、評価します。 

図書館については、町の自慢の施設と思います。今年も限られた予算の中で計画的に資料の重

点購入がなされており、評価します。引き続きの資料の充実をお願いします。 

生涯学習課は、事業の対象とする年齢層が乳幼児から高齢者までと幅が広く、分野も文化財保

護・文化振興のための事業からスポーツの振興までと多種多様であり、職員も少ない人数の中で

努力をしていると思います。今後も施設管理はもとより、町内の団体・サークルの育成や支援な

どを行い、二宮町の文化活動がより活発になるよう期待します。 
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 

教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された事務

その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を

含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 

 

二宮町教育委員会点検及び評価実施規則  

公布  平成 26 年 7 月 25 日  

   改正  平成 27 年 3 月 27 日  

（趣旨）  

第１条  この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭和 31 年法律第

162 号 )第 26 条の規定に基づき、二宮町教育委員会 (以下「教育委員会」という。) の

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を実施することに関

し必要な事項を定める。  

(点検及び評価の実施 ) 

第２条  点検及び評価は、実施年度の前年度における教育委員会の事務の管理及び

執行の状況について、行うものとする。  

（点検及び評価の対象）  

第３条  点検及び評価の対象は、教育委員会の活動及び二宮町教育委員会基本方針

等に基づいて教育委員会が実施する施策等とする。  

(評価委員 ) 

第４条  教育委員会は、点検及び評価を透明性及び客観性を持った適正なものとす

るため、二宮町教育委員会評価委員 (以下「評価委員」という。 ) を置く。  

２  評価委員は、教育委員会の求めに応じ、点検及び評価について意見を述べるもの

とする。  

３  評価委員は２名とし、教育に関して公正な意見を述べることが期待できる者の

中から、教育委員会が委嘱するものとする。  

（評価委員の任期）  

第５条  評価委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。  

２  評価委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

  

参 考 資 料 

 



45 

 

(点検及び評価の手順 ) 

第６条  点検及び評価を実施するにあたっては、教育委員会各課がその所管する第

３条に掲げる事項について行うものとする。  

２  教育委員会は、前項の点検を基に、評価委員の意見を聴いたうえで、教育委員会

議に諮るものとする。  

３  教育委員会は、評価委員の意見も含めた二宮町教育委員会点検及び評価報告書

を別に定める要領により作成し、二宮町及び二宮町議会へ提出するとともに、町民に

公表するものとする。  

(点検及び評価結果の活用 ) 

第７条  点検及び評価の結果は、教育委員会の施策の立案及び進行管理、事業の見直

し等に活用するものとする。  

  (その他 ) 

第８条  この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は、教育委

員会が別に定める。  

 

附  則  

この規則は、公布の日から施行する。  
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二宮町教育委員会点検及び評価実施要領  

  公表  平成 26年 8月 29 日 

 

（趣旨）  

第１条  この要領は、二宮町教育委員会点検及び評価実施規則（以下「実施規則」と

いう。）に基づいて実施する二宮町教育委員会点検及び評価の具体的な方法について

必要な事項を定める。  

（評価事項）  

第２条  評価事項は、次に掲げる項目とする。  

（１）教育委員会議、学校訪問、研修及びその他教育委員が直接関与している事業の

活動状況  

（２）教育委員会が管理及び執行している事業並びに教育長に委任している事務の

うち、重点施策及び主たる取り組み  

  （３）その他、教育委員会が特に記載するもの  

（評価の観点）  

第３条  評価の観点は、教育委員会の行う活動として適正か、目標とする効果が得ら

れているか、コスト意識を持って取り組んでいるかを主たる観点とし、総合的に評価

する。  

（評価の基準）  

第４条  点検評価においては、評価の観点を元に、評価対象について、次の区分によ

り評価する。  

評価  評価基準  

Ａ  
目標とする成果が得られた。  

または、適正に取り組んでおり、成果が上がっている。  

Ｂ  おおむね適正に取り組んでいるが、改善が望ましい点がある。 

Ｃ  取り組みが不足しており、改善を要する点がある。  

Ｄ  
取り組みが不要であり、方向性の見直しを含めた再検討が必

要である。  

（報告書の作成要領）  

第５条  実施規則第６条第３項に基づき作成する二宮町教育委員会点検及び評価報

告書（以下「点検及び評価報告書」という。）は、教育委員会の活動状況点検評価シー

ト（別紙１）及び教育委員会事務局の活動状況点検評価シート（別紙２）により作成

するとともに、次に掲げる項目について掲載するものとする。  

 （１）点検評価対象年度の教育委員会基本方針  

 （２）点検評価対象年度末時点の教育委員の一覧  

（３）第２条で定める評価事項に関する項目  

 （４）評価委員からの点検及び評価意見  
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（公表）  

第６条  点検評価の町民への公表については、点検及び評価報告書を公告するとと

もに町ホームページに掲載することにより行う。  

（その他）  

第７条  この要領の実施にあたり、必要な事項は教育委員会が別に定める。  

 

附  則  

 この要領は、公表の日から施行する。  

附  則  

 この要領は、公表の日から施行する。  
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別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

 

 

 

 

 

成果・課題 評価・所見 

  

  

 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

   

現計予算額 決算額 現計予算額 決算額 

    

成果・課題 評価・所見 

  

 

 

  



 

令和元年度 二宮町教育委員会点検及び評価報告書 

（平成 30 年度事業分） 

 

【 発行 令和元年 10月 】 

発行者 二宮町教育委員会      編集 教育部教育総務課 

〒259－0196 神奈川県中郡二宮町二宮 961 ℡0463－71－3311（代表） 

 

 


